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1 1999年の国家教育法は次の文献に基づく。「村田翼夫『タイにおける教育発展 : 国民統
合・文化・教育協力』東京 : 東信堂, 2007, p372-385」 
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3 Thailand Knowledge Park.“About TK”.Thailand Knowledge Park. 
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育省.2009. ISBN 9786162020872. P8-22.（タイ語：ส ำนกังำนคณะกรรมกำรกำรศึกษำขัน้พืน้ฐำน. มำตรฐำนห้องสมดุ 

























  1.2先行研究 
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アネス. 2011, no.309, p.23-28. 
 平久江 祐司. 公共図書館と学校図書館の連携：新たな展望 (特集 学校図書館と
協働する--チーム学校図書館). 図書館雑誌. 2010, vol.104, no.3, p.134-136. 
 渡辺 暢恵. 学校図書館機能を強化する支援センターとネットワーク 連携を生
かす柏市の学校図書館(3)千葉県柏市教育委員会. 学校図書館. 2011, no.730, 
p.57-60. 
 タナポンラート・スウィモル. 基礎教育と学校図書館. 図書館雑誌. 2008, 
vol.52, no.1, p23-30.（タイ語：สวุิมล ธนะผลเลศิ. กำรศึกษำขัน้พืน้ฐำนกบัห้องสมดุโรงเรียน. วำรสำร
ห้องสมดุ.2008, vol.52, no.1, p23-30） 
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   (3)アンケート調査 











































                                                   
6 教育省. 200周年タイ教育. バンコク, 教育省, 1983, p31.（タイ語：กระทรวงศึกษำธิกำร. 200 ปี ของ
กำรศึกษำไทย. กรุงเทพฯ, กระทรวง, 1983,p31.） 
7 タンジットソムキッド・ウィライ. タイ教育. バンコク, オディオンストア, 1996, p63.
（タイ語：วิไล ตัง้จิตสมคดิ. กำรศึกษำไทย. พิมพลกัษณ์, กรุงเทพฯ : โอเดียนสโตร์, 1996, p63.） 













 ラーマ 6 世時代には中国の共産主義の影響や第一次世界大戦の影響などで、タイの国家
三原理として民族共同体「国・宗教・国王」が指されて学校教育方針に追加された。1921
年 10月 1日には初等教育法が施行され、義務教育として 7歳以上の児童が学校教育を受け
なければならなくなり、学校教育支援のために 16 歳～60 歳の男性が教育税を納付するこ
となどが規定された10。 
 ラーマ 7世時代（1925年～1932年）には、第二次世界大戦の影響により、国の経済・政





 1939年に「シヤム」から「タイ」に国名が変更された。ラーマ 9世時代（1946 年～：現
在の国王）に入ってから、1949年には UNESCOに加入した。文字の読めないタイ人が多数だ
                                                   
9 出典 http://www.sahavicha.com/?name=article&file=readarticle&id=1843 
10 Varatraya Hunchareon . School Buildings in the Period of King Rama V and King Rama 


















  2.2 現代のタイの教育 
















                                                   
11国家教育審議会.“第二次国家教育計画.” 国家教育審議会事務局.（タイ語：สภำกำรศึกษำแหง่ชำต.ิ
แผนกำรศึกษำแห่งชำต ิฉบบัท่ี 2.ส ำนกังำนเลขำธิกำรสภำกำรศึกษำ. ）http://www.onec.go.th/plan/surang/15p.pdf
（参照 2012-10-25） 
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16 国家教育審議会事務局. タイ国家教育計画改訂版(仏暦 2552－2559):要約版. バンコク, 
国家教育審議会事務局, 2010, p1-4, (タイ語：ส ำนกังำนเลขำธิกำรสภำกำรศึกษำ. แผนกำรศึกษำแห่งชำติ ฉบบัปรับปรุง 






























                                                   
17 Ministry of Education. Basic Education Core Curriculum B.E.2551(A.D.2008). Bangkok, 
Department of Curriculum and Instruction Development,Ministry of Education,2008,p1. 
18  Office of the Prime Minister.Summary The Tenth National Economic and Social 
Development Plan (2007-2011). Bangkok,  National Economic and Social Development 
Board, Office of the Prime Minister, 2007, p12., ISBN9749769867. 
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図 1．コアカリキュラムの採用プロセス 
 
 コアカリキュラムでは教育段階が 3 つに分けられ、初等教育、前期中等教育、後期中等
教育である。各段階の授業標準時間は、初等教育は 5 時間未満、前期中等教育は 6 時間未






教育段階 初等       
（小学 1～6年） 
前期中等    
（中学 1～3年） 
後期中等     
（高校 1～3年） 































































  2.3 タイの読書教育の充実 
 本節では 1970年代から現在までの読書教育の発展を明らかにする。特に、近年注目され
ている 2004年からの Living Library、2011年からの Three Good Library、2011 年からの


















回文庫 （Portable Library Project）を企画し、展示用の本棚と保管用倉庫を兼ねる三つ
折りの木箱に約 200 冊の本を詰めて、様々な移動手段により、国境地帯や山岳地帯まで運
んだ21。この活動は国の読書推進活動に対する効果が挙げられたため、1989 年に IBBY 朝日
国際児童図書普及賞を受賞し、現在までタイ各地方で行われている。 




（1）Living Library と TK Park 学習施設モデル 
 2001年 8月 10日にアマリンラーグーンホテル・ピサヌロック県でタクシン・チナワット
当時の首相は演説を行い、今後タイの図書館は「Living Library」になるよう継続的な図
書館整備を行い、若者が楽しめる外国のように活発な図書館へ改善することが望まれた。 
 その結果、利用者が幸せに利用できる理想的な図書館のモデルとして「TK Park」（Thailand 
Knowledge Park）という公共図書館がバンコク最大のショッピング複合施設の中に設立さ
れた。TK Parkは青少年メディア総合図書館として 3600㎡の広さで、Reading Park、TK KID 
Area、Music Library、IT Library、TK Theater、Open Square、TK Shopの７つのゾーンで
多様なメディアが提供され、青少年が楽しみながら、学べる Edutainment の公園になるこ
とを目的とした22。TK Park 事務局の業務は都市内・郊外の学習施設のモデル開発だけでな
                                                   
20 竹内より子. タイの子どもの本事情. 国際子ども図書館の窓. 2010, vol.10, p.29. 
21 日本国際児童図書評議会. “IBBY朝日国際児童図書普及賞”. 日本国際児童図書評議会. 
http://www.jbby.org/ibby/activities05.html（参照 2012-11-18） 
22 不定形教育・否定形教育推進事務局.“Living Library.”不定形教育・否定形教育推進
事務局 (タイ語：ส ำนกังำนสง่เสริมกำรศึกษำนอกระบบและกำรศึกษำตำมอธัยำศยั.”ห้องสมดุมีชีวิต.”ส ำนกังำนสง่เสริมกำรศึกษำนอกระบบ





活動を拡大することである23。       
写真 2．TK Park 館内環境 I（TK Kid Area）24   
 写真 3．TK Park 館内環境 II（TK Kid Area）25 
 
(2)3 Good Library：充実した読書環境 
  2009 年 8 月 5 日に行われた閣議では、生涯学習社会開発を目的として読書推進は国家
アジェンダとなり、毎年 4 月 2 日（シリントーン王女の誕生日）は読書好きの日で、2008
年～2018年は国の読書十年にすることが可決された26。また、読書推進事業は具体化するよ
うに、読書推進委員会が設置されてきた。そのため、近年の各学校は児童生徒に対して読
                                                   
23 Thailand Knowledge Park.“About TK”.Thailand Knowledge Park. 
http://www.tkpark.or.th/(参照 2012-11-19) 
24 出典 http://rubble.heppell.net/heppell/postcards/series_one/tk_park.html 
25 出典 http://www.tkpark.or.th/ 
26 教育省大臣局. “大臣局ニュース 128/2554-読書好きの日イベント開催.” 教育省．.    

















(3) Bangkok Read for Life：読書推進を目的とした同盟開発  
 2011 年にタイ政府とバンコク県庁は国民の読書好き・読書習慣を刺激するために、ユネ
スコ、国際図書館連盟（IFLA）など 4 機関が毎年選出する“World Book Capital（本の首
都）”に参加した。その目標に達するために、バンコク県庁は 8 億 7 千万バーツ（23 億 4















業及び公共バスやタクシーなどに本箱を置いて乗客が読書できる「Read on the move」事
                                                   
27 バンコクビジネス・オンライン.“バンコク：本の首都仏暦 2556.”グルンテープビジネ
スメディア会社.2011-07-10.（タイ語：กรุงเทพธุรกิจออนไลน์. “กรุงเทพมหำนคร : เมืองหนงัสือโลก 2556.” บริษัท กรุงเทพธุรกิจ









に読む「Drop Everything and Read」という活動が徐々に広く行われている。 
 タイ国家統計局の調査によると、2011年の読書率は 2008年を比べて、読書している 6歳
























                                                   
28 国家統計局. “国民の読書に関する調査仏暦 2554.” 国家統計局.（タイ語: ส ำนกังำนสถติิ























































































  3.1 タイの図書館の変遷 





    





                                                   
29 出典 http://kanchanapisek.or.th/kp6/New/sub/book/book.php?book=30&chap=2& 
page=t30-2-infodetail03.html 
30 前掲 29 
31 タイ青少年百科事典事務局.“エメラルド寺院におけるホー・プラモンティエンタム、ま
たは仏典書庫. ”タイ青少年百科事典事務局. (タイ語：โครงกำรสำรำนกุรมไทยส ำหรับเยำวชนฯ. “หอพระมณเฑียร

























                                                   
32 出典 http://www.dhammajak.net/forums/viewtopic.php?f=38&t=23354 
33 サッジャナン・チュティマ. 研究と図書館情報学系職. バンコク,タイ図書館協会,2003, 
p20-25.（タイ語：ชตุิมำ สจัจำนนัท์. กำรวจิยักบัวชิำชีพบรรณำรักษศำสตร์และสำรสนเทศศำสตร์. กรุงเทพฯ, สมำคมห้องสมดุแหง่ประเทศไทย, 
2546, p20-25. ） 
34 タイ図書館協会.“図書館基準仏暦 2549（2006）.”タイ図書館協会.2006-02-28.（タイ

















と考えられる。具体的には、Living Libraryという 2004年の図書館整備事業、Three Good 
Libraryという 2011年の図書館整備事業、Bangkok Read for Lifeという 2011 年の読書推
進事業などの影響が大きいといえる。 
 
  3.2タイの学校図書館充実に関する政策 





   3.2.1 Living Library 図書館整備授業 







                                                   
35 前掲 34 
36 スクサェン・パンヤー.Living Library整備. ウッタラディット, ラチャパット大学ウッ
タラディット分校,2547,p23.（タイ語：ปัญญำ สขุแสน.กำรพฒันำห้องสมดุมชีีวติ.อตุรดติถ์,สภำบนัรำชภฎัอตุรดิตถ์,2547,p23.） 
37 ウィパウィン・ナムティップ.Living Library.バンコク,SR Printing Mass 








 首相府に属している TK PARK事務局が設置された後、2005年に「TK PARK」という学習施














 研修内容については、図書館整備に関する講義・ワークショップを 3 回行い、参加者は
毎回出席することが必要となる。第 1 回は予算管理・経営計画、第 2 回は読書支援活動・
積極的なサービス・新時代の司書になる秘訣に関する講義・ワークショップを行い、2回目




の賞金をもらうことになっている。また、最新の Living Library 研修・選考会（第 4 回）
では、最後に選抜された 10名の図書館担当者は外国の図書館を見学する機会を得る。 
 Living Library 研修・選考会の参加者は、最新の図書館整備に関する知識を身につけた
                                                   
38 ウォンピセスグン・タッサナイ.“30周年 TK Park、ヤラー県”.TK Park.(タイ語：ทศันยั วงศ์
พิเศษกลุ. ”ครบรอบ 3 ปี TK park ยะลำ ห้องสมดุมีชีวิตไร้พรมแดน.” TK PARK.) 
http://www.tkpark.or.th/tk/index.php?option=com_content&view=article&id=1560&Ite
mid=153&lang=en（参照 2013-01-13） 
39 TK Park. “Living Library 研修・選考会第 4回”. TK Park.（タイ語：TK Park. “โครงกำรอบรม
และประกวดห้องสมดุมชีีวิต ครัง้ท่ี 4 TK park Living Award IV.” TK Park.）http://www.tkpark.or.th/tk/index.php? 








  3.2.2 3 Good Library 学校図書館整備事業と学校図書館基準・指標 
 国民の読書に関する国家統計局の調査では、2005 年に読書している 6 歳以上の国民の割
合は 69.1％だが、2008 年には 66.3％に減少した。また、2005 年の一日あたり平均読書時










 「3 Good Library」学校図書館整備事業では、以下のような 3 つの良いものを中心にし
て、学校図書館を整備することになった42。 
  (1) 良いメディア：各学校の学校図書館では、児童生徒一人あたりに最低 5冊の図書   
    と、以下の図書を提供すること 
    ・各教科の学習を支援するための図書 
    ・参考書 
    ・推薦図書 
    ・創造力を高める塗り絵やおもちゃなど 
  (2) 良い場所・良い環境：各学校は最低 1教室の面積（40m2）で学校図書館を整備し、 
    参考・調べコーナーや娯楽コーナーなどを分けて、提供すること 
                                                   
40 国家統計局.国民の読書に関する調査概要.バンコク,国家統計局,2009,43p.（タイ語：
ส ำนกังำนสถิตแิหง่ชำติ. สรุปผลท่ีส ำคญั กำรส ำรวจกำรอ่ำนหนงัสือของประชำกร พ.ศ.2551. กรุงเทพฯ, ส ำนกังำนสถิติแห่งชำต,ิ 2009, 43p.） 
41 コムチャドルク新聞. “教育省、素敵な図書・環境・司書の 3Good Library目指す”. コ
ムチャドルク・オンライン.（タイ語：หนงัสือพิมพ์คมชดัลกึ.”ศธ.ปัน้ห้องสมดุ3ดีชหูนงัสือ-บรรยำกำศ-บรรณำรักษ์เจ๋ง.” คมชดั
ลึกออนไลน์.）http://www.komchadluek.net（参照 2012－12－24） 
42 教務・教育標準局. 強健なタイ行動計画仏暦 2555の下に 3良い図書館方針に基づく学校
図書館整備. バンコク, 教務・教育標準局, 2010. 44p. （タイ語：กำรพฒันำห้องสมดุในสถำนศึกษำขัน้พืน้ฐำน
ตำมนโยบำยห้องสมดุ3ดี ภำยใต้แผนปฏิบตักิำรไทยเข้มแข็ง2555. กรุงเทพฯ, ส ำนกัวชิำกำรและมำตรฐำนกำรศึกษำ,2010.44p. ） 
22 
 
  (3) 良い司書教諭・良い活動：各学校は、最低 1人の司書教諭、または図書館担当職 
    員を配置し、少なくとも朝授業の前・昼の休憩・学校終了後に学校図書館を開館  
    し、読書支援活動を行うこと 






  (1) 学校経営者に関する基準：学校経営者は、学校図書館経営を含めて運営管理の能 
    力を持ち、図書館整備に関する住民などの連携・協力を行い、自己啓発の手本に 
    なること 





  (3) 学習者に関する基準：学習者は、情報の理解・アクセス・活用ができ、学習の意 
     欲を持ち、読書好みの性格であること 
  (4) 情報資源に関する基準：学校図書館に必要となる印刷物の最低冊数と、電子媒体 






 現在「3 Good Library」学校図書館整備事業がほとんどの学校図書館で実践されており、
各種の図書館においてもこの事業に参加するようになってきた。ノンフォーマル教育イン
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   3.2.3 Bangkok Read for Life 読書推進事業 







   (1) Best Love Reading School 





   (2) 読書支援の Best Practices 
 この活動は Bangkok Read for Life 事業の重要な活動の一つである。バンコク県庁
教育課は、読書推進同盟と協力し、学校における読書支援活動についての研修を行う。




   (3) TWP English Talent 
 数十年間にわたってタイの教科書を出版しているタイ・ワッタナパーニッチュ出版
社は、中学生・高校生を対象として、タイ青少年が英語能力及び各教科からの知識の





































                                                   
44 タイ青少年百科事典事務局.“タイ青少年百科事典に関する国王の構想.”タイ青少年百











  （1）学校教育課程、また学校の方針・事業の通りに、学習に対する支援を行う 
  （2）児童生徒と学校教員の閲覧を支援する 
  （3）読書好みと空き時間を有効する性格をつくる 
  （4）児童生徒が自分の興味・意欲・実力にあった読書をさせる 
  （5）児童生徒が学習のために、情報資源の活用能力を持たせる 
  （6）将来の教育及び自己啓発に役立つため、児童生徒が一般の図書館の利用方法が分 
    かるように、図書館の活用を体験させる 
  （7）学校教員の担当教科のために、情報資源の活用及び選択に対する支援を行う 





   3.3.2 学校図書館の方針 
 Three Good Library事業が学校図書館において実践できるように、基礎教育委員会は基
礎教育委員会附属学校の図書館整備のための基準・指標を定めた。学校経営者に対する基
準・指標では、学校図書館の方針を以下のように設定している46。 
  （1）学校の戦略・計画の中には学校図書館整備について記述する 
  （2）学校図書館を活用しながら各教科の授業を行うという方針を定める 
  （3）児童生徒が読書好きになるように、学校図書館を利用する 
 さらに、学校図書館の経営組織については以下のように明確に定めている。 
  （1）図書館経営組織を定め、図書館運営委員会を設置する 
  （2）組織に応じた職員の義務・役割を定める 
                                                   
45 タイ図書館協会.図書館基準.バンコク,タイ図書館協会,1994,p.17－18（タイ語：สมำคม
ห้องสมดุแหง่ประเทศไทย.มำตรฐำนห้องสมดุ.กรุงเทพฯ,สมำคมฯ,1994,p.17-18） 
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  （3）図書館運営委員会の会議で義務・役割に関する説明を行う 


























                                                   
47 国家教育水準品質評価事務所.“第三回の基礎教育機関における質の外部保証の基準・指
標・原則（B.E.2549-2553）.”国家教育水準品質評価事務所.（タイ語：ส ำนกังำนรับรองมำตรฐำนและ























   











                                                   
48 シャワリット・メンマース.図書館改革-雑文.バンコク,バンナギッジュ,2001,p33.,ISBN 






  （1）読書意欲を刺激する 
  （2）国語能力・スキルを向上させ、各教科の復習に有効である 
  （3）思考能力を向上させる 
  （4）聞く・話す・書くスキルを向上させる 
  （5）読書についての気持ち・考え方がよくなる 
  （6）実力をアピールできるため、自信を持たせる 
  （7）ストレスを解消し、楽しみを得る 
  （8）協力性・思いやり行動を生み出す 











 Drop Everything and Read（DEAR） 
 2003年は「学習・読書推進年」であると公示されたことにより、全ての公立学校で DEAR
活動が開始された。それは、児童生徒・教員・校長の読書意欲を刺激することを目的に






                                                   
49 ワラトーン・スパンニー，スッティニラングン・チョンティシャ.“TK Research－
Pre-Juvenileに対する読書支援活動.”TK PARK.（タイ語：สพุรรณี วรำทรและชลทชิำ สทุธินิรันดร์กลุ.”งำนวิจยั
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51 サッジャノン・チュティマ.学習資源になるための学校図書館経営.バンコク,PCT 
Publishing,2006,p17-19.（タイ語：ชตุิมำ สจัจำนนท์. กำรจดัห้องสมดุโรงเรียนให้เป็นแหล่งเรียนรู้.กรุงเทพฯ,พีซีที พบัลชิชิง่
,2006,p17-19.） 
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 事例：Nanmee Book Reading Club53 
  Nanmee Book という青少年図書の有名な出版社は、青少年の読書推進を重要視し、
2001 年から約 10 年間にわたって Nanmee Book Reading Club 読書支援活動を行ってい
る。本活動には、学校 10,000 校、教員 50,000 名、児童生徒 1,000 万人が参加した。
国王の 84 歳のお祝いのため、タイ青少年が 8,400 万冊の本を読むことを目標にした。




Reading Club Ambassador」を表彰する。 
 
                                                   
53 文化・スポーツ・観光局.“Nanmee Book Reading Club.” バンコク県庁文化・スポーツ・
観光局.（タイ語：ส ำนกังำนวฒันธรรม กีฬำและกำรท่องเท่ียว กรุงเทพมหำนคร. “นำนมีบุ๊คส์รีดดิง้คลบั.” ส ำนกังำน.）
http://www.bangkokreadforlife.com/index.php/bkk-reding-group/7-reading-project/9



















 1999 年国家教育法に基づいて、2006 年にタイ図書館協会が図書館基準を改善したこと
によって、図書館の一つである学校図書館が大きく役割を変えて行くことになり、社会開
発と教育支援を目的とし、多様なメディアが提供されるようになった。 
 近年司書教諭と学校図書館担当教員は、2001 年 Living Library 図書館整備事業、2009














                                                   
54 Amway財団.“Flying Book”. Amway財団.（タイ語：มลูนิธิแอมเวย์.” Flying Book แอมเวยเ์ลือกควำมรู้บนิสู่น้อง.”






































































                                                   








































                                                   
59 渡辺暢惠. 実践できる司書教諭を養成するための学校図書館入門. 京都, ミネルヴァ書
房, 2009,p4.,ISBN9784623055586. 
60 文部省. 学校図書館の手引. 東京, 師範学校教科書, 1948,p3. 
61 全国学校図書館協議会.“学校図書館法の改正運動.” 全国学校図書館協議会. 
http://www.j-sla.or.jp/about/about-000317.html （参照 2013－01－14） 
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  4.3 日本の学校図書館担当者に対するインタビュー調査 
 本研究の一環でインタビュー調査の実施を計画し、つくば市の学校図書館の現状と課題

















                                                   
66 文部科学省.“学校図書館支援センター推進事業.” 文部科学省. 
http://www.mext.go.jp/a_menu/hyouka/kekka/05090202/015.pdf（参照 2013-01-14） 
67 つくば市教育委員会指導課.“平成 24年度学校教育指導方針.” つくば市教育委員会指
導課. http://www.tsukuba.ed.jp/（参照 2013-01-14） 

















を行う。司書教諭補助員は、現在 20学級以上の小学校 10校には年間 135日、20学級未

















                                                   










1.5 教室の面積で約 12,000 冊の蔵書を提供している。学校図書館には 1 名の司書教諭、1
名の司書教諭補助員が勤務している（表 ）。回答者は、司書教諭として 3年間勤務してい
る。また、O小学校は、つくば市立学校で、347人、12クラスの小規模小学校である。学校
図書館は 1教室の面積で約 4,500冊の蔵書を提供している。学校図書館には司書教諭 1名、
学校司書（非常勤）1名が勤務している。回答者は、司書教諭として 2 年間勤務している。 
  
   N 学校 O学校 
全校児童生徒人数  632 人 347人 
クラスあたりの児童生徒人数 30 人 30人 
学校図書館の面積  1.5 教室 1教室 
蔵書の冊数  12,000 冊 4,500冊 















  ○2 運営計画と予算について 












































































                                                   















































  5.1 タイの司書教諭に対するインタビュー調査 
 本調査ではタイの学校図書館の現状と課題を明らかにするために、2011 年 7 月 30 日に
CHULALONGKORN大学付属小学校、7月 31日に PRAMANDA NIJJANUKROH 小学・中学・高等学校、




 (1) 項目 1 学校と学校図書館について 
 THAINIYOM SONGKHOH小・中学校（以下、T学校）は、バンコク県立学校で、3,500人の特
大規模学校である。学校図書館は 2 ヶ所で 40,000 冊の蔵書と 15 台のパソコンを提供して
いる。学校図書館には 2 名の司書教諭が勤務している（表 3）。回答者は、司書教諭として
10 年間勤務している。 
 
写真 7．THAINIYOM SONGKHOH 小・中学校の学校図書館 
 
 CHULALONGKORN大学付属小学校（以下、C学校）は、CHULALONGKORN大学教育学部に属し、
児童生徒 1,350 人の大規模学校である。学校図書館は 50,000 冊の蔵書と 20 台のパソコン
を提供している。学校図書館には司書教諭 1 名、学校司書 2 名、事務職員 2 名、用務員 1








ティアコーナー、エは視聴覚ドームで、8 閲覧室と 4 コーナーで分けられている。その上、
ネット上の e-Library で学校図書館の蔵書を検索でき、e-Book も読めるというサービスを
提供している。 
 
図 2．CHULALONGKORN 大学付属小学校の学校図書館の館内図 
 
写真 8．CHULALONGKORN 大学付属小学校の学校図書館 
 
 PRAMANDA NIJJANUKROH 小学・中学・高等学校（以下、P 学校）は、バンコク大司教区教
育課の下に教育を提供しており、4000 人の特大規模学校である。学校図書館は 5 ヶ所で
30,000冊の蔵書と 50台のパソコンを提供している。学校図書館には幼稚園図書室 1名、初
等前期図書室 2 名、初等後期図書室 2 名、中等図書室 2 名、英語プログラム（ELPC）図書









写真 9．PRAMANDA NIJJANUKROH 小学・中学・高等学校の学校図書館 
 
   T学校 C学校 P 学校 
全校児童生徒人数  3,500人 1,350人 4,292人 
クラスあたりの児童生徒人数 40人 32人 48 人 
学校図書館の面積  189 m2 x 2 室 570 m2 126 m2 x 5 室 
蔵書の冊数  40,000冊 50,000冊 30,000 冊 
パソコン  15台 20台 50 台 







 (2) 項目 2 学校図書館の経営について 
  ○1 図書館運営委員会について 
 T 学校では、10 名前後の図書館運営委員会が設置され、一学期に一回委員会会議が行わ
れている。図書館運営委員会は蔵書の取得及び図書館ウィークなどの読書支援活動に対し
て役割を果たしている。 











   ○2 運営計画と予算について 





 C 学校では、図書館運営計画・活動計画が立案され、1 学期に一回見直しされている。C

















                                                   













































  (4)項目 4学習に対する学校図書館の役割について  
 T学校の学校図書館では、各教科の担当教員の事前予約により、調べ学習のために参考図
書と閲覧室を提供している。図書館利用指導については特別な科目ではなく、教科担当教
































 (5)項目 5図書館整備について 

























 C 学校の司書教諭は、本学校図書館で 11 年間勤務している間、修士（図書館情報学）と
修士（教育学）を取得し、現在博士課程で教育経営を勉強している。さらに、図書館運営
に関する研修によく参加し、学校図書館のサービス開発に応用している。その上、司書教
諭が作った図書館利用指導教科書は 2011 年に「Best Practice」賞を受け、現在学校図書
館運営及び読書支援活動に関するいくつも講義を行っている。 














 (6)項目 6その他 









































  5.2 タイの学校図書館におけるアンケート調査 
 本調査では、タイの学校図書館の現状と課題を明らかにし、効果的な学校図書館の経営
のあり方を考察することを目的とした。本調査は 2012 年 8 月 1 日から 31 日にかけて郵送
で行われ、バンコク県内の公立小学校 22校、県立小学校 65校、私立小学校 90校、大学付
属小学校 6 校へ配布したが、公立小学校 6 校、県立小学校 37 校、私立小学校 23 校、大学




学校種類 学校数（校） 配布数（校） 回答数（校） 回答割合（％） 
公立小学校 37 22 6 27.27 
県立小学校 171 65 37 56.92 
私立小学校 227 90 23 25.55 
大学付属小学校 6 6 3 50 
合計 441 183 69 37.70 
表 4．アンケート調査回答数 
 

















 (2) 項目 2 学校と学校図書館について 
  ○1  学校について 
 2006 年にタイ教育省基礎教育委員会が児童数によって学校規模を 4 つに分別した。それ
は小規模（1人－120人）、中規模（121人－600人）、大規模（601人－1500人）、特大規模
（1501 人以上）の学校である。アンケート調査の結果では、小規模学校 6％（4 校）、中規
模学校 29％（20校）、大規模学校 39％（27校）、特大規模学校 19％（13校）で、無回答 7％
（5校）を占めた（表 5）。全ての調査した学校のクラス数平均は 28クラスだが、クラスが
もっとも少ない学校には 6クラスで、クラスがもっとも多い学校は 85クラス設置されてい
















小（1人－120 人） 6% 7 18 
中（121人－600人） 29% 13 29 
大（601人－1500人） 39% 28 34 
 19% 52 40 
全体  28 33 
  表 5 学校サイズ別の平均クラス数とクラス当たり平均児童数 
 ○2  学校図書館について 
 学校図書館の現状についての回答では、学校図書館の平均面積は 193.5 m2 だが、もっと
も小さい学校図書館は 15m2で、もっとも大きい学校図書館は 1,000 m2だった。ほとんどの
回答は 450 m2以下の面積で図書館サービスを提供している。もっとも多く回答したのは 101
－150 m2で、回答者の割合は 27％となった（図 4）。 
 
図 4 学校図書館の面積 





































 学校図書館で設置されているパソコンの平均数は 7 台で、もっとも多く提供しているの
は 40 台だった。タイの学校図書館基準 2009 年版では、パソコンは学校図書館の必要な設
備の一つだと書かれた。しかし、本調査結果によると、学校図書館においてパソコンが設



































 （3）項目 3 学校図書館の経営について 
  ○1 図書館運営委員会の設置について 
 本項目では、「学校は図書館運営委員会が設置されていますか」の質問に対して「はい」





   
図 7．図書館運営委員会      
についての回答の割合 
  図 8．図書館運営委員会についての学校種別回答数 
  


















































  ○2  図書館運営委員会のメンバーについて 
 図書館担当者以外の図書館運営委員会のメンバーについての質問に対しては、複数回答
可にし、もっとも多く答えたのは「校長」24%（37 校）で、2 位は「副校長」20%（31 校）、
3 位は「教科担当教員」15%（23校）だった（図 11）。 






























































































表 7. 図書館運営委員会の役割 
 
  
図 10. 図書館運営委員会の各役割 図 11. 図書館運営委員会の役割  
（全体） 






























 Three Good Library 事業が学校図書館において実践できるように、基礎教育委員会は基
礎教育委員会属学校の図書館整備のための基準・指標を定めた。学校経営者に対する基準・












150-200 バーツで、青少年向けの小説は 200－300 バーツである。また、学習支援活動に役
立つ百科事典などの値段はかなり高く、タイ語版でも一冊 500 バーツ以上になっている。
その状況の中で、年間 50,000バーツ以下の予算で営んでいるほぼ半数の学校図書館は図書
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（9校）、無回答 6％（4校）だった（図 13）。 
  「あなたはもし予算が増加されれば、何に一番使いたいですか」という質問に対して
は、もっとも多く答えたのは「蔵書」42％（29 校）で、2 位は「読書支援活動」19％（13
校）、3 位は「デジタル機器」17％（12校）であった（図 14）。 
          
図 13. 学校図書館の予算に対する満足度 図 14. 学校図書館の予算措置の希望 
 



































回答数(校) 割合 回答数(校) 割合 
読書量の多い子の表彰 50 14% 42 18% 
ストーリーテリング・読み聞かせ 48 14% 41 18% 
図書館ウィーク 48 14% 40 17% 
移動図書館 47 13% 28 12% 
読書クイズ 44 12% 26 11% 
授業中で本の紹介 33 9% 15 7% 
読書相談 31 9% 8 4% 
ボイス図書館 21 6% 8 4% 
その他 19 5% 12 5% 
読書のポイントカード 13 4% 8 4% 
無回答 2 1% 1 0% 
合計 356  229  


































    
図 16. 学校図書館の学習支援活動 
に対する役割 
図 17. 図書館利用指導の現状 
 
  学校図書館の学習支援上での問題に関する回答（複数回答可）については、もっとも多


































 まず、連携・協力を行っている機関は、他の学校図書館がもっとも多く 43％（20 校）、
公共図書館 20％（9校）、その他 17％（8校）、大学図書館 9％（4校）、博物館 9％（4校）、











博物館 その他 合計 
回答数 20 1 9 4 4 8 46 
回答割合 43% 2% 20% 9% 9% 17%  



























                                                   

















 （7）項目 7 タイの学校図書館政策について 
  ○1 教育省の方針の影響 
 学校図書館における教育省の方針の影響についての質問の回答を見ると、66％（428 校）
が教育省の方針の影響をかなり受けている。特に、利用者の数に対する影響は「大変」が





ない 25%（162校）と「全く」与えていない 9%（56校）合わせて 34%（218校）だった。そ
の中で、図書館担当者の数に対しては、「あまり」44%（28 校）と「全く」17%（11 校）合
わせて 61%（59 校）だった。また、蔵書については、「あまり」48%（31 校）と「全く」5%
（3校）合わせて 52%（34校）だった。 
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表 10. 教育省の方針の学校図書館に対する影響 









う回答が 6校 13%と、否定的な回答も合わせて 26％（12校）あった。 
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い」という回答が 12%（6校）と、否定的な回答も合わせて 22％（11校）あった。 








図 21. 学校図書館担当者の知識資源 
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